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「日印協會々報」と「印度甲谷陀日本商品
館館報」の公開利用を開始
―日印関係史研究のために
Newly Acquired Journals on Indo-Japanese Relations
松本脩作 M AT S U M O T O  S h u s a k u
（大東文化大学・非常勤講師　本 COEフェロー）
　日本とインドとの間の近現代における政治・経済・学術・文化交流の主要な窓口となり、長
期かつ継続的に豊富で網羅的な情報を発信し続けた雑誌があった。「日印協會々報」と「印度甲
谷陀日本商品館館報」を手に取ってみると、それぞれの号は時代の動きや変化、人々のいろいろ
な分野における活動と雰囲気を鮮明に伝えている。個人が直接に立ち還ることの出来ない過去を、
なんらかの手掛かりをもとに追体験し、歴史として再現してみようとする時に、これらの資料は
時空を超えて語りかけてくる。
　日印協会が発行した、上記の二誌はこれまで不明号があったり、各地の図書館に不揃いな状態
で所蔵されたりして、利用が困難な状態にあったが、このたびまとまった資料として本大学附属
図書館において公開利用に供することができるようになったので、その内容と利用方法について
以下簡単に紹介する。
　日印協会は、第二次大戦後の占領期には「日印經濟協會」と名称を変え、占領期が終わった後
に旧名に復しているが、実態的には継続の協会と理解して、その會報も継続関係にあるものとし
て取扱った。この時期のものはその存在がほとんど知られていなかったが、今回その全体像が明
らかになった。
　インドに興味を持っている、社会科学・人文科学分野の研究者や学生、実務に携わっている人、
その他いろいろの角度から情報を求めている人など、幅広い分野の人々に利用されることを期待
している。
　「日印協會々報」の内容や、不明であった第1-8号の発見経過については本「史資料ハブ　地
域文化研究」第2号で報告したので参照していただきたい（103-110頁参照）。
　また両誌のタイトルについては、途中で変更があったり、英文タイトルで発行されたりするな
ど、紛らわしい点があるので、下記の（１）および（７）（A）を参照いただきたい。
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（1）雑誌のタイトルと収録期間、マイクロフィルムのリール数
「日印協會々報」（1909.8-1944.11）（1952.12-1954.2）（13+1リール）
「日印經濟協會會報」（1949.12-1952.7）（1リール）
「印度甲谷陀日本商品館館報」（1927.12-1934.12）（5リール）
「日印協會甲谷陀日本商品館館報」（1935.1-1937.8）（3リール）
（2）保存方法
　35ミリ・マイクロフィルムに全巻を時系列順に撮影し、日印協会がネガフィルムを、東京外
国語大学がポジフィルムを所蔵する。また東京外国語大学は、既存の所蔵原本に加えて、欠号分
をフィルムからの複製本で補充し、完全揃いのセットを持つ。
（3）公開閲覧サービス
　東京外国語大学附属図書館は公開の方針をとっているので、学外の方々の利用も歓迎している。
図書館に来るための交通手段、開館時間などについては附属図書館のホームページを利用するか、
直接電話で問合せていただきたい。
（4）二つの利用方法
　東京外国語大学附属図書館では二通りの利用が可能である。一つはマイクロフィルムを利用す
る場合。もう一つは直接雑誌を手にとって利用する場合。後者の場合には、書庫内に配架されて
いる完全揃いセットを利用する。
（5）コピーサービス
　附属図書館内でのコピーについては、他の雑誌と同様に著作権の範囲内でのサービスを行う。
著作権の許容範囲を超えてコピーしたい場合などには、著作権保持者の日印協会の了解を得る必
要がある（連絡先は文末に）。
（6）その他著作権に関連して
　学術研究のために、フィルムの複製（ポジフィルム）を部分的にせよ、全体にせよ、入手したい
場合には、また欠号部分をフィルムから複製・製本したい場合にも、著作権保持者である日印協
会に相談していただきたい。本COEプログラムと附属図書館は、このような要望に応じること
ができる当事者ではないことをお断りしておきたい。
（7）書誌データ
　参考までに以下に簡単な書誌データを記す。
史資料ハブ／南アジア・日本関係史に関わる資料収集事業紹介
98
（A）「日印協會々報」第1-88号
東京、日印協會発行、明治42年8月―昭和19年11月（1909.8-1944.11）
タイトルの変遷：第1-33号「日印協會々報」；第35-88号「日印協會會報」
英文号のタイトル： Journal of the Indo-Japanese Association.
英文号：No. 5（Feb. 1911）, 7（Dec. 1911）,9（July 1914）, 11（Dec. 1914）, 13（Aug. 1915）, 
15（Feb. 1916）, 17（Apr. 1917）, 20（Nov. 1917）, 22（Apr. 1918）, 24（Jan. 1919）, 26（Dec. 
1919）, 28（Sept. 1920）, 30（Sept. 1921）, 32（Sept. 1922）, 34（Aug. 1923）, 36（Mar. 1926）, 
41（Aug. 1927）
第85号：大ベンガル特輯號
戦後の復刊：「日印協會會報」昭和27年［第1号］―昭和29年第1号（1952.12-1954.2）
7冊
（B）「日印經濟協會會報」第1-21号
東京、日印經濟協会発行、昭和24年12月―昭和27年7月（1949.12-1952.7）
「日印協會會報」の事実上の継続誌
謄写版（第1-20号）、活版印刷（第21号）
日印協会全号所蔵、国立国会図書館第21号のみ所蔵、NACSIS Webcat上所蔵機関なし
（C）「印度甲谷陀日本商品館館報」第1-84号
東京、日印協會甲谷陀日本商品館本部発行、昭和2年12月―昭和9年12月（1927.12-1934.12）
月刊
継続後誌：「日印協會甲谷陀日本商品館館報」
（D）「日印協會甲谷陀日本商品館館報」第85-112号
東京、日印協會甲谷陀日本商品館本部発行、昭和10年1月―昭和12年8月（1935.1-1937.8）
月刊（第85-111号）、第112号昭和12年8月
継続前誌：「印度甲谷陀日本商品館館報」
　　　　　「甲谷陀日本商品館館報　自第1號至第112號総目次」（別刷　12頁）
　終わりに、この作業を進める各段階で財団法人日印協会をはじめ、多くの関係する図書館や個
人の方々にお世話になった。深く感謝し御礼を申しあげたい。
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